
附属幼稚園だより 第 32 号 

かんちゃん通信 
令和 2 年 1 月 17 日(金)発行 文責：林  寛 

～一緒に遊ぼう「冬」～ 

先週の 10日(金)に標記の行事を行いました。本年度最後の「一緒に遊ぼう」でした。

今回の遊びは、正月遊びでしたが、凧あげ、コマ回し、羽子板、双六・・・、様々な遊

びの場を用意し、限られた時間の中で、親子で一緒に活動していただきました。いかが

だったでしょうか。園内のあちらこちらで笑顔がたくさん見られたひと時でした。 

私も子どものときは、よくコマ回しをして遊んでいました。お正月に限らず、寒い時

はずっとやっていた覚えがあります。また、凧といえば「ゲイラカイト」でした。アメ

リカからやってきたこの凧が当時の子どもたちの間で大流行しました。なぜか…。日本

に昔からあった凧に比べると、簡単に上げることができたからです。 

ちなみに、大人になって知ったのですが、このゲイラカイトは NASA が開発したそう

です。人から聞いた話なので、確実な話かどうか分かりませんが…。 

今どき、正月遊びか…、と思われる方もいらっしゃる方もおられるかもしれませんが、

何事も経験です。一度やってみる、という姿勢はとても大切だと考えます。 

本園にあるコマの中に「りゅうせいゴマ」と呼ばれているコマが 3 つだけあります。

このコマは、芯が極端に短くて、紐を上手に巻くだけでも一苦労のコマなのです。 

大人の私でも数回に一度しか回せないコマですが、このコマを回そうと果敢にチャレ

ンジする子どもがいます。紐を巻くところから集中して、何度も何度もチャレンジしま

す。その集中力の高さは、この子のこれからの人生に大きな影響をもたらすだろうな、

と思いながら見守っています。 

今回の経験を生かし、御家庭でも、まずは色々な「遊び」から経験させてみてはどう

でしょうか。 

～園長不在のお知らせ～ 

来週の 1月 20日(月)から 24日(金)まで、私が文部科学省主催の研修会に参加するた

め、東京へ出張となりました。その間、学部から副学部長 3名が園長代理として交代で

園に来られ、子どもたちの安全確保に努められます。 

出張期間中は、園長への用件は稲吉教頭へ、子どもたちに関するお話は、これまで同

様まずは担任にお声かけください。 


